時代劇　水戸黄門
～ストーリー～

○○の町には２件の団子屋があった。１件は、いつもお客でにぎわうおいしいみたらし団子屋、もう１件は、お客のいない団子屋、団子屋が、みたらし団子屋が商売繁盛しているのを嫉妬し、悪代官の協力で、みたらし団子屋の商売の邪魔をする。そこに旅の途中で、みたらし団子屋に訪れた、水戸黄門御一行が悪徳団子屋と悪代官をこらしめ、みたらし団子屋を助ける。
～オープニング（水戸黄門の主題歌）が流れ、水戸黄門御一行５人が、ステージに向かう～

～八兵衛、鼻をくんくん嗅ぐ～
八兵衛「なんか、いいにおいがしますね。なんだろう団子のにおいかな？」

八兵衛「おっ！お客でにぎわっているおいしそうな団子屋がありますね～。よっていきませんか？」

かく　「おい、八兵衛。おまえはいつも食べることしか考えてないな。」

八兵衛「へへへ…。なんていったって今は食欲の秋ですからね～。はらがへっては戦もできずって言うじゃないですか。だんな。よって行きましょうよ。」

すけ　「仕方ないな。どうします。御隠居さま。」

黄門　「うーん。八兵衛さんの言うことも一理ありますな。それではお店によって団子でも食べましょうか。お銀さん。」
お銀　「本当に八兵衛さんの食いしん坊ぶりにはあきれてしまいますわ。ほほほ…。」
八兵衛「へへへ…、まぁまぁいいじゃないですか。行きましょう。行きましょう。」

～水戸黄門御一行がステージにあがる～

八兵衛「なんだ！団子屋が２けん並んでいますよ。どちらにしましょうかね～。」
すけ　「そりゃ～おいしい店がよいに決まっているだろう。」

八兵衛「どっちのお店がおいしいのですかね？あっしはこの店の団子を食べたことがないのでわかりませんね。」

かく　「本当に八兵衛はだめだな～。お客さんでにぎわっている団子屋の方がおいしいに決まっているだろう。」

八兵衛「そうか！さすがダンナ！頭がいい。じゃあこっちの団子屋に入りましょう。」

黄門　「八衛平さん、そんなにあせらなくてもお団子はにげて行きませんよ。」

八兵衛「へへへ…。」

　　　　　　～お客さんでにぎわっているみたらし団子屋の前に立つ～

お銀「まぁ、とっても、いい臭いがしますね。」

すけ「うーん。お醤油の香ばしい臭いがしますね。さっそく入りましょうか。」

～入店する。～
お菊「いらっしゃいませ！」

　　　　　　　　　～お菊がだんごとお茶を持ってくる～

　　　～「うまい。」「うまい。」とうなづきながら、５人は食べる。～
お菊「お味はどうですか？」

黄門　「う～ん。とてもあまくておいしいですよ。」

八兵衛「うん、うん、とってもおいしい。ほっぺたが落ちそうです。」
すけ　「しかしこの店は、お客さんでにぎわっていますね～。」

お菊の母「はい、おかげさまでたくさんのお客さんが来てくれます。」

八兵衛「そりゃ、団子もおいしいですし、娘さんもきれいですもん！そりゃお客さんは来ますよ。あっしも毎日来ようかな？」

お銀　「八兵衛さん、いい加減にして下さい。」

八兵衛「へへへ……　すいませんお銀さん。お銀さんに言われちゃ、何もいいかえせないなぁ～。」
黄門御一行（５人）「はっはっはっ…」（笑う）
　　　　～となりの団子屋と悪人三人がとなりの店でひそひそ話をしている。～
　　　　　　　　　～悪人三人が、みたらし団子屋に入り団子を注文する。～

　　　　　　　　　～黄門たち５人は、団子をおいしく食べている。～

　　　　　　　　　～しばらくすると、お客の中の二人がさわぎだす。～

悪１「なんだ、これは！団子の中にゴキブリが入っているぞ！どうなっているんだ。」

悪２「うわ～こっちは、お茶の中にムカデが入っているぞ！」
　　　　　　　～母さんにつっかかる～
悪３「どうなっているんだよ！この店はよー。」

母「そんなこと言われましても…、団子に虫が入っているということはないと思うんですけど…」

悪１「虫が入ってないだと、じゃこれはなんだ！これは！」
　　　　　　　　　　～お菊が止めに入る～
お菊「お客さま、やめて下さい。他のお客様のご迷惑になりますから。」

悪１「うるせぇ～！ガキはだまってろ！」
　　　　　　　　　　～悪はお菊をふきとばす～
お菊「きゃー。」

母「お菊、大丈夫か！」
　

～お菊はふっとぶ、母さんはお菊のそばにかけよる。続いて黄門が止めに入る～
黄門「若いの、ここはお店の中じゃぞ、やめなさい。」
悪２「うるせぇ～。老いぼれのじいさんに用はないんだよ！」
～黄門をこずく～
すけ「おい、この方を誰だと思っている。」

黄門「やめなさい。すけさん、いいんですよ。」

すけ「しかし…」
～すけさん・かくさんと悪人たちはにらみ合う～
悪３「とんだじゃまが入ったぜ」
「みんな！この店の団子にはゴキブリが入っているぜ。気をつけな！」
　　　　　　　　　　～悪人はいすをけりとばし帰る～
かく「大丈夫ですか？お母さん・娘さん。」
　　　　　　　　　　　　～そばにかけよりお母さんお菊を起こす。～
母「ありがとうございます。本当に助かりました。」「大丈夫かお菊？」

菊「うん。おっかぁ」
八兵衛「いや～。せっかくおいしい団子を食べていたのに、雰囲気がこわれましたね。また、日を新たにこのおいしいみたらし団子屋にきましょう。」

黄門「八衛平さんもこう言っていますし、みなさんそうしましょうか。」

　　　

～ステージ暗～

～つなぎの音楽～

～ステージ明～
　（場面２）　　　
～みたらし団子屋には客がまったくおらず、となりの団子屋がにぎわっている～
　
八兵衛「あれ、１週間前までは、あんなにお客でにぎわっていたのにどうしたんでやんしょ？」

すけ　「うーん？とてもおいしい団子だったと思ったが…。」
　　　　　　　　　　　～団子屋から声がする～

となり団子屋「いらっしゃいませ。いらっしゃいませ。うちの団子はおいしいですよ。あやまっても虫なんか入っておりません。みなさん安心して食べて下さいね。」「さあお茶もどうぞ…お客様。」

八兵衛「あら～。逆にとなりの店の方がはんじょうしてますね。では、今日はとなりの店にしましょうかね。」
かく「ばか。お菊さんとの約束を忘れたのか。おまえさんが言い出しただろうが…。」

八兵衛「あっ。そうでした。あっし、ついうっかりしてしましました。へへへ。」

　　　　　　　　　　

～黄門一行はみたらし団子屋に入る～

　　　　　　　　　　～お菊とお母さんは暗い顔をしている～
お菊「いらっしゃいませ…。」

～暗い顔をしながら、黄門一行に団子とお茶をさしだす。～
お菊「どうぞ…。」

すけ「どうしたんですか。そんな暗い顔して、そんな顔じゃお客さんが来ませんよ…。」
お銀「しかし。こんなおいしい団子なのに、なぜ、みんなとなりの団子屋に行くんですかね…。」

黄門「おじょうさん、何かあったのかな。よかったら、このわしに話をしてみてくれないかね。」
お菊「実は…、１週間前にうちの店で、だんごに虫が入っていたとあばれたお客さんを覚えていますか。」

かく「いましたね。今日はあの時、ゆっくり団子を味わえなかったから、この店に来たんですよ。」

お菊「あれから…。毎日のように団子に虫が入っていたとか、お茶にゴミが入っていると言って、この店であばれるお客さんが出てきたんですよ。そして、１週間…。ついにうちの団子屋からお客さんがいなくなりました。この○○町には団子屋がうちとおとなりさんしかありません。それで、おとなりの団子屋が盛り上がっているというわけですよ…。」
～お母さんが怒鳴るような感じで訴える。～
母「私は、けして団子に虫なんか入れてないんですよ。なのになぜか、毎日のように団子やお茶に虫が入っていたと言うお客さんが出てくるんですよ。いったい、どうなっているんでしょうか。これでは、団子屋はつぶれてしまいます。私はなくなった父ちゃんに会わす顔がありません…。」
　　　　　　　　～　頭をかかえる、お菊とお父さん　～
黄門「うーん。何かあやしいですな？きっと何かありますぞ。すけさん、かくさん、ちょっととなりの団子屋を調べてきてくれませんか？」

すけ・かく「はっ、わかりました。」

八兵衛「ちよっと、あっしも入れてくださいよ…すけさん、かくさん」

～ステージ暗～

～つなぎの音楽～

～舞台チェンジ～

～ステージ明～

（場面３）

　　　　～　団子屋をすけさん・かくさん・八兵衛で尾行する。～
八兵衛「だんな、人のあとをつけるなんてワクワクしますね。へへ……」

かく　「こら、八衛平、これは御隠居様からたのまれた仕事だぞ！しっかりやらんか…。」

八兵衛「かくさん、そんなにおこらないでくださいよ。大丈夫ですって…。」
　　　　～　団子屋がきょろきょろしながら、家に入っていく～
すけ　「おっ、座敷に入って行ったぞ、ものかげからのぞこう。」
　　

　　　　～　すけさん・かくさん・八兵衛の３人はものかげからのぞく～

～　団子屋と代官がなにやらヒソヒソ話をしている。～
代官「おい、団子屋。商売の方はうまくいっとるのか。」

団「はい。お代官様の悪知恵おかげで商売繁盛ですよ。今月は先月の１０倍のもうけですよ。」

代官「そうか、そうか、良かったなぁ。団子屋よ、それであのみたらし団子屋はつぶれたのか？」

団「まだ、商売してるいるみたいですけど、つぶれるのは時間の問題でしょう。お代官様、もう少し、ガラの悪い若いやからを貸して下さい。みたらし屋でもうひと暴れさせますから…。」

代官「わかった。わかった。いくらでも若い奴らをかしてやるから、そんなにあわてるでない。」

団「お代官様、これは今月の売り上げの一部でございます。うけとって下さいな。」
～団子屋は売り上げの入った箱を代官にわたす。代官は箱を開けてみる。～
代官「おっ、団子屋よ。たっぷり稼いでるのう。○○町内の団子屋もとうとうお主のものになるのかな。」

団「いえいえ、まだまだですよ。なにせ、私はお代官様あっての、団子屋ですから…。」

代官　「しかし、本当にお主も悪よの～。」

団「お代官ほどではございませんよ。」

団・代官「ひっひっひっ………（笑う）」

かく「くそー。団子屋と代官がぐるになってやがったのか。許せねぇ。すけさん、御隠居に知らせてきてくれ。」

すけ「わかった。」
～すけさんは舞台から消える。～
かく「よし、事の真相はわかった。おれたちも引き上げよう。」

八兵衛「わかりやした。…」
～帰ろうとした時に八兵衛がくしゃみをする～
八兵衛「ハクション。」

団「そこにいるのは、何者だ。」

かく「ばか、何やってんだ。」

代官「皆の衆、よそ者がいるぞ引っ捕らえろ～。」

　　　　　　　　　　　　　～悪人たちが集まりチャンバラシーン～
最初にかくさんと八兵衛と二人で戦うので、悪に押しこまれる。途中ですけさん・黄門様、お銀の登場で逆に押し返し、頃合いをみて、印籠を見せる。

すけ「ひかえ、ひかえ、ひかえろう」

かく「この紋所が目に入らぬか！」

かく「この方をどなたと心得る。」「恐れ多くも先の副将軍、水戸光圀公であらせられるぞ。」
すけ「頭が高い、頭が高いぞ」
悪人１「あのじじが…」

～悪人たちがみんなどけ座する～
悪人たち「ははっ・・・」

黄門「悪徳団子屋、その方は、となりのみたらし団子屋が繁盛しているのを嫉妬し、虫が入っていたとさわぎ暴れるお客を代官に頼み、みたらし団子屋の商売のを邪魔したのは、まちがいないな。」

団「ははっ・・・」

黄門「一方、代官、その方は、悪徳団子屋から売り上げの一部をもらい、その代わりに若いガラの悪いお客を引き渡したのは、まちがいないな。」

代官「ははっ・・」

黄門「双方、九州南部、薩摩への島流しの刑に処する。」

団・代官「黄門様、それだけは、ご勘弁を・・・」
　　　　　　　　～黄門御一行５人がステージの中央に並び～
黄門「これにて、一件落着」

～エンディング（水戸黄門の主題歌）が流れ、幕が閉じる～
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